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ュ
ー
ス 

全
関
労 

 

安
倍
政
権
の
戦
争
国
家
化
、
社
会
保
障
解
体
攻
撃
と
対
決
し
、
わ
れ

わ
れ
が
社
会
生
活
を
営
む
に
足
る
賃
金
・
労
働
条
件
の
獲
得
、
８
時
間

労
働
制
再
確
立
を
闘
い
と
ろ
う
。
社
会
保
障
解
体
を
ゆ
る
さ
ず
、
生
存

権
を
勝
ち
と
ろ
う
。 

新
自
由
主
義
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
対
決
し 

 

こ
の
４
月
か
ら
「
働
き
方
改
革
」
関
連
改
悪
法
が
施
行
さ
れ
る
。
同

時
に
、
「
少
子
高
齢
化
」
対
策
を
口
実
と
し
て
無
権
利
・
人
権
無
視
の

外
国
人
労
働
者
導
入
を
拡
大
す
る
改
悪
入
管
法
も
施
行
さ
れ
る
。
安
倍

政
権
は
女
性
、
高
齢
者
、「
障
害
者
」
、
外
国
人
労
働
者
を
非
正
規
・
低

賃
金
労
働
力
と
し
て
労
働
市
場
に
引
き
入
れ
て
徹
底
的
に
搾
取
・
収
奪

す
る
一
方
で
、
医
療
、
介
護
、
年
金
、
生
活
保
護
な
ど
の
社
会
保
障
制

度
を
改
悪
し
全
面
解
体
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

 

厚
労
省
の
「
毎
月
勤
労
統
計
」
不
正
が
示
す
よ
う
に
、
安
倍
政
権
は

国
家
統
計
の
偽
装
に
よ
っ
て
自
ら
の
新
自
由
主
義
経
済
政
策
＝
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
破
綻
を
覆
い
隠
し
、
独
占
資
本
優
位
の
格
差
社
会
を
い
っ

そ
う
進
め
な
が
ら
９
条
改
憲
・
天
皇
元
首
化
・
日
米
軍
事
同
盟
強
化
を

基
軸
に
戦
争
国
家
化
へ
の
道
を
ひ
た
走
っ
て
い
る
。 

 

生
活
で
き
る
賃
金
・
社
会
保
障
・
生
存
権
を
勝
ち
取
ろ
う 

最
低
時
給
１
５
０
０
円
を
勝
ち
取
ろ
う 

 
 

全
国
一
律
最
低
賃
金
制
確
立
を 

 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
は
じ
め
と
す
る
歴
代
自
民
党
政
権
の
新
自
由
主
義

経
済
政
策
に
よ
っ
て
非
正
規
労
働
者
は
著
し
く
増
大
し
、
今
や
全
労
働

者
の
４
割
を
占
め
る
。
そ
し
て
非
正
規
労
働
者
の
大
半
が
無
権
利
状
態

で
、
低
賃
金
・
長
時
間
労
働
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。 

 



                         

派
遣
期
間
上
限 

                         

 

派
遣
労
働
者
の
派
遣
先
へ
の
直
接
雇
用
を
か
ち
と
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
橋
病
院
分
会 

  

今
年
３
月
末
で
派
遣
期
間
満
了
と
な
る
病
棟
看
護
補
助
者
が
東
邦

大
学
大
橋
病
院
へ
の
直
接
雇
用
を
求
め
、
組
合
加
入
し
た
。
こ
れ
ま
で

組
合
は
法
人
に
対
し
、
偽
装
請
負
の
是
正
中
に
派
遣
を
再
び
導
入
し
た

こ
と
に
抗
議
し
、
派
遣
労
働
者
の
ク
ビ
切
り
を
や
め
直
接
雇
用
す
る
よ

う
申
し
入
れ
て
い
た
。
公
然
化
を
し
て
交
渉
し
た
結
果
、
第
２
回
団
交

で
４
月
１
日
よ
り
法
人
の
直
雇
用
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か

し
、
法
人
は
「
新
規
採
用
の
賃
金
」「
年
休
は
初
年
度
12
日
付
与
」（
勤

続
３
年
は
20
日
付
与
）
な
ど
と
言
い
、
こ
れ
に
納
得
で
き
な
け
れ
ば
直

雇
用
は
し
な
い
と
ま
で
恫
喝
し
て
き
た
。
組
合
員
は
「
３
年
間
耐
え
て

き
た
の
は
直
接
雇
用
に
な
る
た
め
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
法
人
の
姿
勢

に
さ
ら
に
怒
り
を
も
っ
た
。
こ
れ
が
３
年
間
、
安
く
こ
き
使
っ
て
き
た

派
遣
労
働
者
に
対
す
る
態
度
か
と
抗
議
を
し
、
引
き
続
き
月
額
賃
金
と

年
休
付
与
日
数
に
つ
い
て
は
勤
続
年
数
や
経
験
な
ど
を
考
慮
し
て
労

使
協
議
の
う
え
で
決
定
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

現
在
、
大
橋
病
院
は
新
病
院
の
高
効
率
を
目
指
す
経
営
方
針
の
も

と
、
病
棟
看
護
補
助
者
は
欠
員
状
態
で
あ
る
。
年
休
も
取
れ
な
い
状
態

で
あ
り
、
年
休
の
残
日
数
を
完
全
取
得
で
き
な
い
責
任
を
と
っ
て
残
日

数
を
持
越
し
で
き
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
。
ま
た
、
職
場
で
は
同
僚
か

ら
の
嫌
が
ら
せ
も
続
い
て
お
り
、
安
心
し
て
働
き
続
け
る
た
め
に
職
場

環
境
の
改
善
・
欠
員
補
充
が
必
要
だ
。
法
人
は
、
い
ま
も
な
お
欠
員
を

派
遣
で
補
充
す
る
と
い
う
方
針
で
、「
直
接
雇
用
の
ル
ー
ル
を
つ
く
る
」

と
ま
で
言
っ
て
い
る
。
人
格
ま
で
否
定
す
る
差
別
雇
用
の
派
遣
と
い
う

働
き
方
を
職
場
か
ら
な
く
し
て
い
き
た
い
。 

 
 

無
資
格
者
を
排
除
す
る
の
は
何
の
た
め 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保
育
現
場
か
ら
（
地
域
分
会
） 

  

私
は
Ｋ
福
祉
会
の
Ｈ
園
の
一
時
預
か
り
保
育
事
業
で
週
３
回
の
パ

ー
ト
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
勤
続
は
６
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
昨
年
末

に
園
長
か
ら
、
「
来
年
度
か
ら
有
資
格
者
で
の
保
育
を
す
る
の
で
午
前

中
週
２
回
の
勤
務
に
な
る
が
、
そ
れ
で
も
続
け
ま
す
か
？
」
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
。
同
じ
職
場
５
人
の
う
ち
無
資
格
の
３
人
に
も
同
じ
話

し
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
職
場
で
は
有
資
格
の
職
員
が
そ
の
日
の
活
動

内
容
を
決
め
ま
す
が
、
無
資
格
職
員
の
方
が
長
く
勤
め
て
い
て
影
響
力

も
あ
る
の
で
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
保
育
を
し
て
き
ま
し
た
。
や

は
り
園
は
非
正
規
労
働
者
を
使
い
捨
て
の
よ
う
に
し
か
考
え
て
い
な

い
と
憤
り
を
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
一
時
預
か
り
は
保
育
の
規
制
緩
和
の

一
つ
だ
と
も
感
じ
ま
す
。 

安
倍
政
権
は
今
年
10
月
か
ら
「
幼
保
無
償
化
」
を
予
定
し
、
国
会

で
関
連
法
案
の
審
議
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
幼
保
無
償
化
」
に
対

し
て
は
、
高
額
所
得
者
を
優
遇
す
る
も
の
で
待
機
児
童
対
策
こ
そ
優
先

す
べ
き
だ
、
と
の
批
判
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、「
幼
保
無
償
化
」
に

お
い
て
、
「
保
育
の
質
を
高
め
る
」
と
し
て
施
設
の
有
資
格
者
（
保
育

士
）
の
比
率
を
高
め
る
と
し
て
い
ま
す
。
園
の
無
資
格
者
排
除
は
政
府

の
「
幼
保
無
償
化
」
を
見
越
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
無
資
格
で
も
長
く
勤
め
た
職
員
の
ほ
う

が
職
場
の
実
情
や
園
児
の
こ
と
を
よ
く
把
握
し
て
い
ま
す
。
有
資
格
者

が
多
い
か
ら
「
保
育
の
質
が
高
い
」
と
考
え
る
の
は
職
場
の
実
情
を
知

ら
な
い
人
が
い
う
こ
と
で
す
。
無
資
格
者
を
一
律
に
排
除
す
る
政
府
や

園
の
や
り
方
で
は
「
質
の
高
い
」
保
育
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。 

  



                          

                          

技
能
実
習
生
は
「
時
給
３
０
０
円
の
労
働
者
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

残
業
の
時
給
が
３
０
０
円
程
度
で
あ
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
は
最
低
賃
金
法
や
労
基
法
に
違
反
す
る
違
法
な
賃
金
額
で

あ
る
。
形
式
上
、
最
低
賃
金
と
同
額
の
賃
金
を
支
払
う
こ
と
に
し
て
お

い
て
、
寮
費
、
水
道
光
熱
費
等
と
称
し
て
不
当
な
高
額
な
金
額
の
控
除

を
行
っ
て
、
基
本
給
が
半
額
以
下
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

政
府
は
国
会
答
弁
で
、
「
同
じ
職
種
内
で
の
勤
務
先
の
変
更
を
認
め

る
」「
日
本
人
と
同
等
以
上
の
報
酬
を
支
払
う
」「
悪
質
ブ
ロ
ー
カ
ー
を

排
除
す
る
」
と
吹
聴
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
法
に
は
書
き
込
ま
れ
て

い
な
い
。
「
在
留
期
間
上
限
５
年
」
も
同
様
だ
。
こ
れ
ら
法
制
度
の
骨

格
部
分
は
い
ず
れ
も
政
省
令
、
つ
ま
り
政
府
の
一
存
で
決
め
ら
れ
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。 

 

民
族
差
別
と
排
外
主
義
に
つ
ら
ぬ
か
れ
た
入
管
体
制
を
解
体
し
よ

う
。
外
国
人
労
働
者
へ
の
人
権
侵
害
を
許
さ
ず
、
日
本
人
労
働
者
と
の

同
一
労
働
同
一
賃
金
・
同
一
権
利
を
か
ち
と
ろ
う
。 

 

★
非
正
規
差
別
・
女
性
差
別
賃
金
を
打
ち
破
り
、 

 

全
国
一
律
最
低
賃
金
制
を
勝
ち
取
ろ
う
！ 

★
時
給
１
５
０
０
円
を
勝
ち
取
ろ
う
！ 

★
外
国
人
労
働
者
差
別
、
使
い
捨
て
を
や
め
ろ
！ 

★
消
費
増
税
・
軍
事
費
増
・
税
制
改
悪
反
対
！ 

★
医
療
・
年
金
・
介
護
・
社
会
保
障
制
度
の
解
体
許
さ
ず 

 

生
存
権
を
勝
ち
取
ろ
う
！ 

★
８
時
間
労
働
制
を
再
確
立
し
よ
う
！ 

★
労
基
法
36
条
を
撤
廃
し
よ
う
！ 

★
安
倍
政
権
打
倒
！ 

労
働
者
国
際
連
帯
で
闘
お
う
！ 

 

安
倍
政
権
は
今
年
５
月
１
日
、
労
働
者
・
労
働
組
合

の
国
際
闘
争
日
・
メ
ー
デ
ー
に
新
天
皇
即
位
を
ぶ
つ
け

て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
は
労
働
者
階
級
を
な
め
き
り
、
メ

ー
デ
ー
破
壊
に
貫
か
れ
た
政
府
・
独
占
資
本
の
策
謀
を

徹
底
的
に
弾
劾
す
る
。 

 

そ
し
て
５
月
１
日
と
即
位
式
の
10
月
22
日
を
今
年

限
り
の
休
日
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
４
月
27
日
か

ら
５
月
６
日
ま
で
「
10
連
休
」
と
な
る
。「
新
天
皇
の

即
位
を
祝
い
、
あ
り
が
た
く
10
連
休
を
い
た
だ
け
」

と
い
う
わ
け
だ
。 

 

だ
が
、
10
連
休
は
非
正
規
労
働
者
に
と
っ
て
は
首

切
り
と
同
じ
だ
。
そ
の
間
、
収
入
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
る
。

公
立
病
院
や
官
公
庁
は
長
期
の
休
院
・
休
業
と
な
り
、

著
し
い
不
便
を
強
い
ら
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
生
命
そ

の
も
の
に
関
わ
る
事
態
に
な
る
。 

 

わ
れ
わ
れ
は
「
即
位
・
改
元
・
休
日
化
・
祝
意
」
反

対
を
掲
げ
て
今
メ
ー
デ
ー
を
闘
う
。
す
べ
て
の
仲
間
た

ち
、
５
・
１
メ
ー
デ
ー
を
ス
ト
ラ
イ
キ
・
職
場
放
棄
で

闘
お
う
。 

 

改憲・天皇即位反対！非正規差別撤廃！  

闘うメーデーの復権を 

◆
５
月
１
日
（
水
）
13
時
15
分
～  

集
会
後
デ
モ 

◆
日
比
谷
図
書
館
４
Ｆ 

ス
タ
ジ
オ
プ
ラ
ス 

◆
記
念
講
演
：
講
師
・
鈴
木
裕
子
さ
ん 

（
女
性
史
・
社
会
運
動
史
研
究
） 

◆
主
催
：
２
０
１
９
反
天
皇
制
メ
ー
デ
ー
行
動
（
準
）

（
全
関
労
呼
び
か
け
） 

5.1 



            

労
働
者
の
貧
困
と
格
差
は
拡
大
し
、
年
収
２
０
０
万
円
以
下
の
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
は
１
０
８
５
万
人
、
21
・
９
％
で
、
12
年
連
続
１
０
０

０
万
人
以
上
の
高
水
準
で
あ
る
。
一
方
で
大
企
業
＝
独
占
資
本
は
相
次

ぐ
法
人
税
引
き
下
げ
と
賃
金
抑
制
な
ど
に
よ
っ
て
内
部
留
保
は
増
え

続
け
、
２
０
１
７
年
度
は
前
年
度
を
22
兆
円
も
上
回
り
４
２
５
兆
円

と
な
っ
て
い
る
。 

 

今
年
10
月
か
ら
の
消
費
増
税
、
そ
れ
を
見
越
し
た
食
料
品
な
ど
生

活
関
連
商
品
の
値
上
げ
が
相
次
ぐ
中
、
時
給
１
５
０
０
円
は
最
低
限
必

要
な
賃
金
だ
。
一
日
８
時
間
フ
ル
タ
イ
ム
で
20
日
間
働
い
た
と
し
て

も
額
面
24
万
円
に
し
か
な
ら
な
い
。
一
律
時
給
１
５
０
０
円
を
要
求

し
勝
ち
取
ろ
う
。
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
を
確
立
し
よ
う
。 

 
 

  

「
月
１
０
０
時
間
残
業
」
は
厚
労
省
も
認
め
る
「
過
労
死
ラ
イ
ン
」

だ
。
法
令
で
「
過
労
死
」
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
断
じ
て
許
し
て
は
な

ら
な
い
。
「
仕
事
に
８
時
間
を
、
休
息
に
８
時
間
を
、
や
り
た
い
こ
と

に
８
時
間
」
を
合
言
葉
に
、
世
界
の
労
働
者
・
労
働
組
合
が
血
み
ど
ろ

の
闘
い
で
勝
ち
取
っ
て
き
た
８
時
間
労
動
制
を
再
確
立
し
よ
う
。
残
業

縮
減
、
36
協
定
廃
止
に
向
け
た
職
場
で
の
取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
。 

８
時
間
労
働
制
を
再
確
立
し
よ
う 

 
 

残
業
縮
減
・
労
基
法
36
条
廃
止
へ 

 

ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
が
口
火
を
切
り
、
世
界
の
労
働
者
・
労
働
組
合

が
ス
ト
ラ
イ
キ
で
闘
い
と
っ
て
き
た
「
８
時
間
労
働
制
」
が
切
り
崩
さ

れ
て
い
る
。
特
に
日
本
に
お
い
て
は
「
時
間
外
・
休
日
労
働
協
定
」、
い

わ
ゆ
る
36
協
定
に
よ
っ
て
事
実
上
無
制
限
の
残
業
が
可
能
と
な
っ
て

き
た
。
そ
し
て
こ
の
青
天
井
の
長
時
間
労
働
に
よ
っ
て
労
働
者
の
心
身

が
蝕
ま
れ
、
多
く
の
労
働
者
が
「
過
労
死
」
に
追
い
込
ま
れ
て
、
現
在

も
後
を
絶
た
な
い
。 

 

安
倍
政
権
は
「
働
き
方
改
革
」
関
連
法
の
一
部
、
改
悪
労
基
法
に
お

い
て
「
罰
則
付
き
残
業
規
制
」
を
導
入
し
た
が
そ
れ
は
形
ば
か
り
の
も

の
で
特
例
と
し
て
「
月
１
０
０
時
間
残
業
」
を
容
認
し
た
。 

同
一
賃
金
・
同
一
権
利
を
か
ち
と
ろ
う 

 
 

改
悪
入
管
法
反
対 

外
国
人
技
能
実
習
生
制
度
廃
止 

 

安
倍
政
権
は
昨
年
12
月
、
介
護
、
建
設
、
農
業
な
ど
14
業
種
の
「
単

純
労
働
」
に
従
事
す
る
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
入
管
法
（
出
入

国
管
理
・
難
民
認
定
法
）
改
悪
を
強
行
し
た
。 

 

現
在
、
日
本
で
働
く
外
国
人
労
働
者
は
約
１
４
６
万
人
、
１
年
前
と

比
べ
て
約
18
万
人
（
14
・
２
％
）
増
え
、
６
年
連
続
で
過
去
最
多
を

更
新
し
て
い
る
。
政
府
は
今
後
５
年
間
で
最
大
約
34
万
５
０
０
０
人
の

受
け
入
れ
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
そ
の
受
け
入
れ
体
制
は
ほ
と
ん
ど
整

備
さ
れ
て
い
な
い
。 

 
最
大
の
問
題
は
国
際
的
に
も
「
奴
隷
労
働
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
外

国
人
技
能
実
習
生
制
度
を
土
台
と
し
て
制
度
設
計
さ
れ
て
い
る
こ
と

だ
。
「
特
定
技
能
１
号
・
２
号
」
の
新
た
な
在
留
資
格
が
今
年
４
月
か

ら
施
行
さ
れ
、
３
年
以
上
の
経
験
が
あ
る
技
能
実
習
生
は
「
一
定
の
技

術
も
日
本
語
能
力
も
あ
る
」
と
み
な
さ
れ
、
無
試
験
で
１
号
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 


